
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○校内研を充実させ、教職員の指導力
（ICT活用も含め）を磨き、高める。
○学力向上に向けた取り組み
○チーム担任制・教科担任制等の各教
師の専門性を活かした指導を行う。
○読書の推奨

○学習状況調査等で、すべての領域に
おいて「おおむね達成」する。
○「学校でICTを活用している」と回答し
た児童80％以上
○家庭学習頑張り週間で、目標時間を
達成した児童が70％以上
○図書の貸出冊数目標を達成した児童
が80％以上

・校内研究で、教師同士の授業参観推
進月間を年３回設ける。日々の情報交
換等のチーム力によって、個々の指導
力を高める。
・落ち着いた授業環境、学習規律の場
作りを推進する。（学習道具をシンプル
にすることを推奨・朝読書・学習流れの
統一・話し合い活動の推奨・「つなぐカー
ド」の活用）
・より学びを深める効果的なICT活用を
推進する。
・家庭学習がんばり習慣・自学の取り組
みの推奨（優れた自学の掲示・表彰）
・各ブロックに応じた目標（低１２０冊　中
１００冊　高８０冊）を目指し、読書好きの
子どもを育てる。

B

・校内研究、授業参観期間を通し、授業や学級経営につ
いて情報交換を行った。後半の授業参観期間では、確
実に振り返りの時間を確保する等して、取組の質を上げ
ていく必要がある。
・学習規律や教室環境、学習道具を揃えることを共通し
て取り組むことができた。
・校内研究の一つの柱である「ICTの活用」を進めるため
に、Canvaを導入した。今後、Canvaに関する実践演習等
を取り入れ、ICTの活用を推進していきたい。
・9月実施の家庭学習頑張り週間で、目標時間を達成し
た児童の割合は74％だった。このまま家庭学習で、一定
時間以上学習に取り組む習慣を身につけていきたい。
・図書委員会の活動として6月と11月に「図書館祭り」を
開催し、児童の読書への関心を高めるための取組を行っ
ている。

A

・授業参観期間や教職員による実践発表を通して学び
を深めてきた。また、全教職員が一人一枚の実践報告
レポートを書き、個々の指導力を高めることができた。
・学習規律や教室環境、学習道具を揃えることを共通
して取り組むことができた。次年度も継続した取り組み
を行っていく。
・「タブレットを使うことが好きですか。」という質問に対
して、９３％の児童が肯定的な回答を示した。また、
Canvaの導入により、ＩＣＴ活用の幅が広がった。
・9月実施の家庭学習頑張り週間で、目標時間を達成
した児童の割合は70％だった。次年度も継続した取り
組みを行い、家庭学習で一定時間以上学習に取り組
む、学習習慣を身につけていきたい。

A

・学習する意欲の向上方策が良いと思う。
・楽しく明るい学校、落ち着いた学習ができる環境で、学力向上につながることを大きく期待している。また、先生方の頑
張りを強く評価する。家庭学習において、保護者の理解と協力をあと一押し進めて、学力の向上を図ってほしい。
・ICT活用など、学校全体で学力向上のために様々な工夫や取組が行われている。図書館委員の活動はよい取組だと
思う。児童の読書への関心や環境整備に今後もさらに取り組んでほしい。
・校内研究については、教師全員が目標を理解し日々取り組まれていることから、しっかり校内の統制が図られている
ことが伺える。取組の質を上げることを課題として認識されており、今後の課題改善に期待する。学習環境向上につい
てもしっかりと取り組まれており、評価されるものと感じる。ＩＣＴ活用についても、新しいツールの導入など教師全体のス
キルアップにつながるものと感じる。家庭での学習習慣向上については、徐々に向上されている感がある。継続した取
組に期待する。
・先生方がチームで連携しながら指導力向上や学習規律、教室環境の整備に取り組まれていることが、アンケート結果
にも表れていると感じた。こうした積み重ねが子ども達の落ち着いた学習環境につながっていると思う。今後も引き続き
尽力してほしい。
・ICT活用が進む中で、子ども達の集中力や読解力の低下、心身への影響、さらには研修等先生方の負担も懸念され
る。生成AIの活用も含め、教科に応じて上手に使い分けながら、よい点と課題の両面を踏まえた活用を今後もお願いし
たい。

教務主任
学力向上コーディネーター
研究主任
情報教育化推進リーダー
図書館教育担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「自分にはよいところがある」と回答し
た児童80％以上

・学校全体で、計画的・継続的児童の
心に届く人権教育（人権教室６回、人権
集会１回）や道徳に取り組む。 B

・年間６回計画している人権教室を行い、さまざまな人権
問題について子どもたちと考えることができている。ま
た、道徳科の授業と関連付けながら、全校で統一して人
権・同和教育を推進している。

A
・「自分にはよいところがある」と回答した児童は８８％だった。
・計画的に人権教室、人権講演会を実施することができた。
・次年度も、さまざまな人権課題について、児童の実態に応じた内
容で、全職員で取り組むことができるように計画していく。

A

・子ども達の朝の挨拶はとても上手にできていると思う。
・学校全体で人権・同和教育に取り組んだことで、ほとんどの児童が他人を尊重することができると答えている。一方、自己肯定感を
見いだせていない児童が一定数いて、継続した取り組みに期待する。
・人権教育は、自尊感情を高め人間形成の礎となり将来社会で生きていくための「根っこ」の部分を育む最も大切な教育と考える。

道徳教育推進担当
人権・同和教育担当
各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校生活を肯定的にとらえている児
童80％以上
○いじめを初期段階のものも含めて積
極的に認知し、その解消に向けた取り組
みを早期にスタートする。

・「いじめ・心を考える日（毎月10日）」と
連携させた「月の心」アンケートを実施
し、いじめの早期発見につなげる。
・事態の内容や問題を的確に把握する
と共に、職員同士の情報連絡会を密に
し、その後の方向性を明確にし、スピー
ド感のある指導・対応を行う。児童や保
護者への周知・理解をきめ細かに行う。
（ガラス張りの生徒指導、早期発見・組
織的対応、チーム担任制・チームでの動
きを導入。）

B

・９月までに２２件のいじめを認知することができた。全国
の１０００人当たりの認知件数５７．９件の割合と比べると
多いペースで認知することができている。認知後も解消
まで組織的に迅速な対応ができている。
・いじめの早期発見、早期対応の取り組みはできている
ので、これからも課題予防的生徒指導、課題未然防止
教育を充実させていく。さらに発達支持的生徒指導に全
職員で取り組むことで、児童の個性の発見とよさや可能
性の伸長と社会的資質・能力の発達を支えるように全職
員で働きかけていきたい。

A

・いじめの早期発見・早期対応をするために、積極的な覚知・認知に全職
員で取り組み、いじめ認知件数が増加し、深刻化する前に対応することが
できた。(2月までに４０件の認知）
・課題未然防止教育として、年間６回の人権教室を実施した。また、行事や
集会活動、縦割り班活動等を適宜仕組み、「いじめをしない態度や能力」を
身につけるための取り組みを行うことができた。
・SNSのトラブル防止のため、３～６年生を対象に、各学年の発達段階や実
態に応じた外部講師による講話を実施した。また、新入学児童保護者説
明会においても、保護者対象に講話を実施した。
・加害側の児童へのアセスメントと指導・援助をより丁寧に行い、再発を防
止することに努めて行うことが必要である。
・SNSを介したインターネット上の誹謗中傷、仲間外しなど表に出にくく、学
校だけでは認知することが難しいケースに対して、保護者、地域、関係機
関と連携し、いじめに気づくネットワークを広げることが課題となっている。

A

・子ども達の声をしっかり聞く、いじめの早期発見に重要なことだと思う。
・月に一回「月の心」を実施し、今年度は昨年度よりもいじめ等の認知をすることができたとのこと。教職員の
意識向上の賜物であると思う。早期に発見して対応することで子どもたちが安心して学校に通うことができる
と考える。
・いじめに対し、しっかりと迅速な対応ができており、評価できる。今後も学校内や家庭との情報共有に取組
み、いじめの初期対応が有効に機能していくことを期待する。あわせて、いじめが発生しない意識醸成への
取り組みもお願いしたい。
・自分と他者を大切にすることは、すべてのモラルの出発点となると思う。道徳科と関連付け推進されている
取組は、いじめの未然防止や情報モラル教育にもつながっていくため今後も引き続き尽力してほしい。

生徒指導主任
教育相談主任
各学年主任

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童80％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」と回
答をした児童80％以上

・「出番・役割・承認」のサイクルを大切
にし、児童のやりがいや自己肯定感を
高めながら、心を育んでいく。
・児童の自主性や意欲を尊重した学校
行事、児童会活動、縦割り班活動、学級
活動を充実をはかる。感想交流による
児童同士の認め合いを充実させる意識
を高める。

A

・計画委員会を中心に、児童が主体的に学校を盛り上げる取り
組みを計画・運営することができた。
・６月には、たてわり班の仲を深めるために全員で「お守りづく
り」を行った。その活動を通して異学年の児童同士の関わりを
深めることができた。
・たてわり班を意識できるような掲示物を掲示したり、運動会な
どの学校行事、学習活動、清掃活動などの中に異学年集団で
の交流を取り入れたりした。下期は活動する機会を増やし、異
学年交流の良さをさらに実感させたい。

A

・月１回の委員会活動を通じて、児童自身が学校をよくしていこうという意
識を高めることができた。また、今年度は150周年記念式典において児童
が進行、発表する場を設定し、保護者や地域の方に向けて披露したことで
「たくさんの方々に支えられて生きている」という意識が高まった。「先生は
自分のよいところを認めてくれていると思う」と答えた児童が92％、「将来
の夢や目標をもっている」と答えた児童が84％と成果目標を達成した。
・児童は運動会の開閉会式、大縄の練習、６年生への感謝の気持ちを伝
える活動、交流学年での学習活動等の中で、縦割り班を活用して異学年
集団の良さを意識させることができた。「学校で楽しみな行事がある」と答
えた児童が92％であった。

A

・難しいことだが、地道に進めてもらいたい。
・縦割り班活動は、仲間を作り、そして人間形成の第一歩に繋がると思う。活動を強く期待し、評価する。
・児童の主体性を育む取組については、変化の大きい社会の中で生きていく力を育む一助に繋がると考え
る。より充実させ機会を増やしていってほしい。

特別活動部　部長
各学年主任

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成
●安全に関する資質・能力の育成

●「健康に良い食事をしている」と回答
した児童80％以上
●児童の交通事故を０（ゼロ）にする。

・「給食週間」「ふるさと食の日」の実施
を通して、児童や保護者へ食の大切さを
周知する。
・交通安全教室や避難訓練等を計画的
に実施しするとともに、家庭へも指導内
容を発信し、児童の交通安全や防災安
全への意識を高める。

B

・「給食週間」「食育週間」でアンケートを実施したり、動画を作
成したりして、児童へ食に対する関心をもたせ、食の大切さを
周知することができた。
・保健委員会を中心に、衛生検査の結果の放送等の取り組み
や、歯磨きチェック表の呼びかけ、ポスターの作成などの取り
組みで、健康について考えるきっかけ作りができた。
・交通ルールやマナーの指導を継続して行ったことで、交通
ルールやマナーを守る児童が少しずつ増えてきた。

B

・健康にいい食事をしているか児童にアンケートをとった結果、80％に達す
ることができなかった。来年度には、給食週間や食育週間だけでなく、普段
から教師が意識づける呼びかけをしていき改善をしていく必要がある。
・自転車の危険な乗り方をする児童や道路で遊んでいる児童の情報が地
域住民から学校に入ることがあり、交通ルールや道路使用のマナーにつ
いて全校集会や全校放送で継続して指導を行った。大きな事故につながる
ことはなかったが、家庭・地域と連携をして、交通安全についての指導を強
化する必要がある。

A

・極めて良好と思慮される。
・食の大切さを、特に朝ごはんの大切さを保護者と一緒に今後もしっかりと考えていくことを望む。また、早寝早起きの習慣、家族団らんを通して、心
の健康と体の健康を意識づけられればと思う。
・給食週間や、食育週間等を通して、児童が食について関心を持つ機会が設けられたとのこと。体や心を保つためにも今後もぜひ持続してほしい。
・特別な支援を必要とする児童が増えており、その根本原因のひとつに栄養問題もあると言われている。違う視点での研修もまた参考になるので
はと考える。
・食育の啓発にしっかりと取り組まれている。食育により、食の大切さ・健康管理・環境問題に加え、生産者や食事提供者への感謝など、小学校生
活の中で根付く取組みに期待する。交通安全教室や避難訓練の実施により、防災等に関する教職員の意識も高いようです。自転車の交通規制の
変更などにも柔軟に対応し、児童の交通事故抑止に一層取り組んでほしい。

保健主事
保健体育部　部長
栄養教諭
食育担当
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・慣習にとらわれず、業務のやり方など
を工夫し、超過勤務時間を、昨年度より
削減する。毎週金曜日は定時退勤日と
する。
・職員会議を２ヶ月に１回実施するなど、
会議の効率化を図り、年次休暇を取りや
すくする。

C

・全職員の時間外勤務時間の月別平均（４～10月）は１
人当たり25.4時間であり、前年度比で約1.0時間の増と
なっている。時間外勤務が多い職員は固定化している傾
向がある。
・業務の精選・効率化を図る中で、個別の声かけをしな
がら超過勤務時間を削減できるようにしたい。

B

・4月から１月までの超過勤務時間の平均は24.9時間
で、昨年度の同時期よりも1.0時間長くなっている。１ヶ
月の超過時間が45時間を超える職員は、前期に比べ
ると減少し、２月には２名のみとなった。職員の意識改
革を更に推し進め、同時に業務の精選・効率化を図る
必要がある。引き続き、個別の声かけをしながら超過
勤務時間を削減していきたい。

B

・職員の勤務意欲を削ぐことなく、達成感を感じるようにしてほしい。
・一人一人の意識の持ち方が大切。
・管理職のリーダーシップのもと、教職員の意識改革も徐々にできているのではないかと考える。今後もでき
るところから業務改善をはかり、教職員の心身の健康を保っていってほしい。
・時間外勤務の削減に対する取り組みが、１割程度の教師であまりできていない結果となっている。時間外
勤務が必要な場合もあるが、恒常化することが問題である。教師全体でＩＣＴスキルの向上や、ＡＩ活用など、
効率的な業務遂行への取組みを行って欲しい。

校長
教頭

○働きやすく、活気に満ちた職場作りを
目指す。

○「働きやすい職場環境である」と回答
した職員が80％以上

・チーム担任制（４年生）の導入および
それ以外の学年にもチームでの動きを
導入し、働きやすい環境をつくる。
・コミュニケーションや同僚性を大切　に
し、働きやすい、活気のあるチーム牛津
小（職場）にする。

B

・チーム担任制を取っている４年生だけでなく、それ
以外の学年でも、職員間の活発なコミュニケーショ
ンが図られている。学年担任や特別支援学級担任
のミーティングも定期的に開催され、チームとしての
協働の意識が高まっている。

A

・「働きやすい職場環境だと感じる」というアンケート項
目に、「あてはまる」と回答した職員が55％、「だいたい
あてはまる」と回答した職員が45％で、職員の100％が
肯定的に職場環境を評価している。職員間のコミュニ
ケーションや同僚性を大切にした、活気ある職場の雰
囲気を維持・増進していきたい。

A

・会議などでしっかり勉強し、話し合い、働きやすい職場づくりを期待している。
・「働きやすい職場環境」に否定的な教師がいない結果となったことは、これまで取組みによるものと感じる。
職場での教師のモチベーションは、本人の健康や児童のやる気にもつながり、各方面で好影響につながると
思う。今後も、継続した取り組みに期待する。

校長
教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した職員が80％以上

・全ての職員が、特別支援教育、UD教
育に関する理解や知識を深めると共
に、具体的かつ実践的指導や支援の方
法などを習得できるように、特別支援教
育の研修の充実に努める。

B

・教師が児童理解を深めるために、拡大児童支援連絡協議会を毎月
開き、学校生活全般において、教師が児童個々の特性を考慮しなが
ら、児童の支援を行えるようにしている。
・講師を招いて、牛津中校区の3校合同会で研修を行った。その中で、
自立活動の充実について、職員で共有することができた。
・なかよし学級のグループミーティングを2週間に1回行い、支援学級担
任の専門性を高めるようにしている。

B

・成果指標が91%で数値を達成することができた。その理由として次のこと
があげられる。特支に関する研修の機会を設けたり、定期的に会議の中で
見守りたい子の情報共有や手立てについて考えたりすることで児童理解を
深めることができた。・特支グループ内で研修を行ったり新任をサポートし
たりしながら、個々の支援学級担任の専門性の向上に努めることができ
た。児童の実態に応じて、専門家や保護者とのかかわりの中で、特支に関
する知識を向上させることができた。次年度も、全職員が特支に関する専
門性が高まるように、手立てを工夫していかなければならない。

B

・支援が必要な児童が増え、教育の壁（難しさ）を感じられるだろうが、根気強くやってもらっている。これからも継続してほしい。
・支援児童が増えて、教師の方も本当に大変だろうと思う。子ども達が安心して学校で楽しく学べる環境を作り、明るい牛津小学校
の支援教育に頑張ってほしい。
・対象児童について教職員間の情報共有もされ、外部の専門機関との連携も取れている。来年度もますます教職員研修などに取り
組み、特別支援についての学びや理解を深めてほしい。
・特別支援については多様化する中、非常に苦労していることと思う。児童理解を深める取組みや定期的な研修会、情報共有など
に積極的に取り組んでいると感じる。アンケートでは、一部の教師で「専門性が向上できていない」という回答もあるので、今後も効
果的な研修の取組みを行ってほしい。

特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

○◎ふるさとを愛する教育 ○牛津町が好きと回答した児童が90％
以上
○体験活動・見る・ふれあうなどの学習
がすきと回答した児童が90％以上

・地域人材を活用した学習活動を充実さ
せる。
・地域に学ぶ学習の充実
・児童によるボランティア活動、社会　支
援活動等、社会へ貢献できる取組を企
画する。

B

・生活科・社会科・総合的な学習の時間などを通して、地域人
材を活用した学習を計画的に実施している。
・牛津産業祭などに児童が参加することで、地域の人々との交
流が図られた。
・創立150周年記念式典に向けて充実した取組を実施すること
ができ、児童の地域を大切に思う気持ちを醸成することができ
た。

A

・学校評価アンケートで、「牛津町のことが好きです」という
質問に肯定的回答を行った児童の割合が、94％と成果指標
を上回ることができた。また、「体験活動（でかける・見る・ふ
れあう・やってみる）が好き」と答えた児童の割合も92％と成
果目標を上回った。引き続き、地域と連携した体験的な学習
活動を積極的に仕組み、児童の地域を大切に思う気持ちを
醸成していきたい。

A

・県、市町、地区の各種団体等と連携し一帯となってやれば効果があるのではないか。
・今年度は150周年記念式典に関わった子ども達には、最大の教育につながったと思う。一生の財産として思い出を残してくれると思う。
・今年度は創立150周年という一大行事が行われ、在校生と卒業生と教職員と地域が一丸となって取り組む最良の機会となるように導いてもらっ
た。地域の行事に参加するなど、地域の歴史や文化に触れ、地域の方と交流することは、児童にとってふるさとのよさを知ることにつながると思う。
・牛津高校でのミシン授業の話を聞き、大変すばらしい取組だと感じた。このような、小学校を出て地域の様々な取組みや問題点などを見て考える
事は、児童の考えや今後の人生に大きく影響してくると感じる。あらためて地域の子どもクラブが活性化できるような、市・学校・地域が連携できる
体制を考えていくことも必要だと感じた。
・ふるさとを愛する教育がアンケート結果にも表れており大変嬉しく思う。また、150周年記念式典も児童の主体的な取組みと先生方の熱心な指導
によりすばらしい感動的な式典になった。

教頭、教務
総合的な学習担当
ボランティア委員会担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・各主任・担当を中心に教育課程を着実に実施し、授業改善に継続して取り組んだことで、日常の指導の安定と質の向上が図られた。研究や学力向上策も計画的に進み、組織的実践が定着できた。今後は児童の変容やデータを活用し、成果を明確に示しながら改善サイクルを一層充実させていく必要がある。
・生徒指導主任や教育相談担当を核に、早期発見・早期対応の体制が整い、組織的な情報共有が進んだ。特別支援教育との連携も強化され、個に応じた支援の基盤が充実してきている。今後は学年・分掌を越えた連携をさらに深め、全職員で子どもを支える体制の強化を図ることが重要である。
・校務分掌ごとの役割が明確で、計画的に取組を実行することができた。管理職のもとで組織的な運営がなされ、学校全体として安定した教育活動が展開された点は大きな成果である。次年度は分掌間の成果と課題を整理し、重点化・精選を図りながら、より効率的で質の高い運営を目指す。
・本年度は安定した学校運営が確立された一年であった。次年度は、取組の成果を可視化し、組織的対応力をさらに高めていく必要がある。また、本校の強みや特色を明確にし、保護者や地域に積極的に発信することで、学校の信頼と連携を一層深めていくことが重要である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・家庭・地域とのつながりを大切にし、豊かな心を育む活動が進んだ。児童の自己肯定感や役割意識が向上したが、学びを日常生活に活かす取り組みがさらに必要である。

・楽しくわかる授業づくりと校内研究が充実し、児童の学習意欲が高まり、授業の改善が進んだ。教科間での統一的なアプローチが求められる。

・地域との連携と貢献活動が進み、児童は学校行事を楽しんでいる。地域との協力体制をさらに強化する必要がある。

・特別支援教育とユニバーサルデザインを意識した指導が充実し、全児童に対応した環境が整った。支援が必要な児童への更なるサポートが求められる。

・安心・安全な教育環境が確保され、いじめの認知件数が少なく、児童は学校生活を楽しんでいる。いじめ防止対策のさらなる強化が必要である。

２　学校教育目標 自ら学自ら学び　心豊かに　笑顔輝く　津保美っ子の育成　～つなぐ～

３　本年度の重点目標

①　家庭・地域とのつながりを大切にしながら育む豊かな心（出番・役割・承認）の醸成

②　児童がより楽しくわかる授業つくりと校内研究の充実

③　地域とともに歩み、地域へ貢献できる学校の推進

④　特別支援教育・UD(ユニバーサルデザイン）を基盤とした教育の充実

⑤　安心・安全な教育環境の充実

学校名 小城市立牛津小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


